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（検討の経緯）

平成

22

年

5

月 府前知事と市町村長との意見交換会

国保の「府内統一料金」をめざすことを合意。市町村長代表と副知事で

構成する「国民健康保険広域化検討委員会」を設置、検討。

検討委員会の検討内容

○府が標準保険料を定める⇒府と市町村が望む広域化とならない

○保険財政共同安定化の拡大⇒府と市町村が望む広域化とならない

○広域連合⇒システムなどの設備投資負担、市町村議会議決必要

○特区⇒システムなどの設備投資負担、市町村議会議決必要

H22.10

府知事、府市長会長、府町村長会長の三者合同で、市町村と

の適切な役割分担のもと、都道府県が国保の保険者となるよ

う、国に要望書を提出



[image: image2.emf]現状（府の動き）

•

H23.7 H24.7 

国保広域化について大阪府単独要望

•

H22.12 H25.3 

広域化等支援方針を定め、広域化に向けた環

境整備を進めている

⇒広域化の実施に際して・・・

○各市町村が保険料をきちんと賦課していることが必要

○繰入などで保険料に差がある現状では、市民に大きな影響

○収納率が市町村ごとに差があると地域に不公平感

・・・などの対策をしておく必要

＊府特別調整交付金の配分で調整


資料2-1





資料4-2





資料4-2








国保広域化へ向けた大阪府の動き

（検討の経緯）

平成22年5月　府前知事と市町村長との意見交換会

　　国保の「府内統一料金」をめざすことを合意。市町村長代表と副知事で構成する「国民健康保険広域化検討委員会」を設置、検討。

検討委員会の検討内容

○府が標準保険料を定める⇒府と市町村が望む広域化とならない

○保険財政共同安定化の拡大⇒府と市町村が望む広域化とならない

○広域連合⇒システムなどの設備投資負担、市町村議会議決必要

○特区⇒システムなどの設備投資負担、市町村議会議決必要



　H22.10　府知事、府市長会長、府町村長会長の三者合同で、市町村と

　　　　　　　の適切な役割分担のもと、都道府県が国保の保険者となるよ

　　　　　　　う、国に要望書を提出
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現状（府の動き）

H23.7 H24.7 国保広域化について大阪府単独要望

H22.12 H25.3 広域化等支援方針を定め、広域化に向けた環境整備を進めている

⇒広域化の実施に際して・・・

○各市町村が保険料をきちんと賦課していることが必要

○繰入などで保険料に差がある現状では、市民に大きな影響

○収納率が市町村ごとに差があると地域に不公平感

　　・・・などの対策をしておく必要

　　　　　　　　　　　　＊府特別調整交付金の配分で調整
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